
2025 12.4 Thu
15：00～17：00　　ハイブリッド開催
参加方法：対面・・・杉本C学術情報総合センター1階文化交流室
参加方法：遠隔・・・ZOOMウェビナーより 

※URL・パスコードはOMUポータル及び学生ポータル（UNIPA)に掲載します

Episode1. 記憶する脳 －海馬が描く空間地図

Episode2. 共感覚から脳の学習原理を探る

第13回

  AIの発展が著しい現在ですが、ここで振り

返って、人間の知性の源泉である脳と心に

ついて考えてみたいと思います。最初に水

関先生に、脳生理学の立場から海馬が描く

空間地図についてお話をいただき、続いて、

牧岡先生に、心理学の立場から共感覚から

探る脳の学習原理についてお話をいただき

ます。それぞれのご専門に係るお話をいた

だいた後、会場の皆様も交えて、脳と心につ

いて、また、できれば脳と心の関係について

も議論することができれば幸いです。

大阪公立大学の研究者の世界

脳と心について考える脳と心について考えるテーマ　　

■プログラム

15:00　開会の挨拶

寺北　明久  副学長

15:05　イントロダクション

鳥生　隆 　 特任教授

15:10　講 演

水関　健司  教授　　

15:50　講 演

牧岡　省吾  教授

16:35　座談会　

鳥生　隆    特任教授

水関　健司  教授

牧岡　省吾  教授

本部事務機構学術研究支援部研究推進課

TEL:06-6605-3466
お問い合わせ

ファシリテーター

鳥生　隆
特任教授（メンター）

申込不要

ナンバーフォームという共感覚をもつ人は、数につ

いて考えるときに、数が特定の配列で並んでいるよう

に感じます。数の並び方は、直線、曲線、ジグザグなど、

人によって様々です。文字に色を感じる色字共感覚で

も、文字と色の結びつきは個人間で異なり、Sから紫を

感じる人もいれば、青を感じる人もいます。なぜこの

ような多様性が生じるのでしょうか。共感覚の多様性

を手がかりに、脳の中で働く学習原理について考えて

いきます。

牧岡　省吾
現代システム科学研究科　教授

　私たちの思考や行動、自己意識、他者との関わりは、

過去の経験を記憶し想起する脳の働きに支えられて

います。すなわち、記憶の仕組みを理解することは自

分自身を理解することに他なりません。その鍵を握る

のが、脳の奥深くにある「海馬」という領域です。海馬

は、「いつ・どこで・何を」経験したかという出来事の記

憶＝エピソード記憶を司ります。今回は、海馬が「どこ

で」を表現する仕組み、すなわち脳内の空間表現の原

理について紹介します。

水関　健司
医学研究科　教授
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